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名取市都市計画マスタープラン（改訂版）の策定にあたって 
 

 

 

 

 

 

 

 

本市では、都市計画の指針となる名取市都市計画マスタープランを平成 30 年 12 月に策定し、

都市基盤の整備や地域特性に応じたまちづくりなど、都市づくりに取り組んでいます。 

 

本マスタープランから５年が経過し、近年、我が国では人口減少・超高齢化社会を迎え、感染

症の世界的な猛威など社会情勢が大きく変化する中、人々の生活様式や働き方までもが変化して

います。 

 

本市におきましても、東日本大震災からの復興完了により沿岸部は観光や産業エリア、住宅地

等として形成され、沿岸部のみならず市内の産業用地も様々な企業が進出していただいたことで

賑わいが戻りつつあります。宮城県では、既に少子高齢化社会を迎えている中にあって、本市で

は現在も、市内の開発需要が高まっており、都市計画をめぐる状況も変化しています。 

 

こうしたことを背景に、このたび、平成30年 12 月に策定した本マスタープランは、おおむね20

年後の令和20年の都市将来像を展望しており、都市の将来像「利便性と可能性を備えたこれからも

成長する都市 名取」は継続し、都市施設の整備、市街地開発事業の整備については令和２年３月に

策定した「名取市第六次長期総合計画」の計画期間を踏まえて、令和12年を目標とします。 

 

今後はこの名取市都市計画マスタープランの方針をもとに、市民の皆様と行政がともに協力し

ながらまちづくりに取り組むことで、名取市の発展を図ってまいりたいと思いますので、より一

層のご理解、ご協力をお願い申し上げます。 

 

 

 

令和６年３月 

名取市長山 田 司 郎 
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本市は宮城県の南部に位置し、名取川・阿武隈川両水系に囲まれた肥沃な名取耕土が広がり、気候は

温暖、農水産物は豊かで、いにしえより人々が住む歴史あるまちです。東北の玄関口である仙台空港や

ＪＲ東北本線、仙台東部道路などによる恵まれた交通環境、生活利便性の高さや街並みの美しさから「住

みよいまち」として全国に認知度が広がりつつあります。 

 

本市は増田町、閖上町、下増田村、館腰村、愛島村、高舘村の２町４ケ村が合併して名取町となり、

昭和 33 年に市制施行し、平成３０年１０月に市制施行６０周年を迎えることとなりました。その後、

都市計画を取巻く環境は大きく変化しています。近年では、東日本大震災による甚大な被害や少子高齢

化への対応など将来の人口減少局面での都市機能の維持、地球環境保全への貢献、観光立国に向けた取

組みなど、全国的・国際的な社会動向の変化に伴い、本市においても持続的なまちの発展に向けて、産

業発展や防災性の向上等、都市づくりの課題を克服しながら、利便性、住みやすさ等まちの魅力の向上

へ向けて、政策を進めていく必要があります。 

 

このような環境のもと本市としましては、ふるさとの歴史・文化や豊かな自然を有効活用しながら、

あらゆる世代が、快適で安全に暮らすことのできる環境づくりやこれからも住み続けたくなる生活環境

の維持・形成を図りたいと考えており、更なる都市の発展と将来にわたる都市の持続に向け、都市計画

の基本的な方針である「名取市都市計画マスタープラン」を策定しました。 

 

このマスタープランにおいては、おおむね２０年後の目指すべき都市像を「利便性と可能性を備えた

これからも成長する都市 名取」とし、各地区の基本理念と併せて目標及び方針を掲げています。この方

針をもとにし、市民の皆様と行政が共に協力しながらまちづくりに取り組むことで、名取市の発展を図

ってまいりたいと思いますので、より一層のご理解、ご協力をお願い申し上げます。 

 

結びに、マスタープランの策定にあたりまして、貴重なご意見を賜りました市民の皆様をはじめ、幅

広い観点から議論をいただきました名取市都市計画審議会委員並びに名取市都市計画基本方針検討委

員会委員の皆様に感謝を申し上げまして、ごあいさつとさせていただきます。 

 

平成３０年１２月 

名取市長 山 田 司 郎 
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○みどりのスカイライン【P.43】 

本マスタープランにおいて、「丘陵や森林等が空を区切ってつくる稜線景観」として定義する

もの。 

○面整備【P.24，48，54，66，72，78，84，90】 

建築物等の建設や公園等の整備を目的に土地を整地し、一体でまちを整備すること。 

 

や行 

○用途地域【P.24，30，58，76，81，82，86，88】 

住居、商業、工業など市街地の大枠としての土地利用を定めるもの。 

 

ら行 

○ランニングコスト【P.22】 
施設や設備等を維持管理するための費用。 

 

英字 

○ＰＦＩ【P.91】 
「Private Finance Initiative（プライベート・ファイナンス・イニシアティブ）」の略語で、

公共施設等の建設、維持管理、運営等を民間の資金、経営能力及び技術的能力を活用して行う新

しい手法。 

○ＰＰＰ【P.91】 
「Public Private Partnership（パブリック・プライベート・パートナーシップ）」の略語で、

公共サービスの提供において何らかの形で民間が参画する手法を幅広くとらえた概念。 

 

名取市都市計画マスタープラン
＜改訂版＞
令和6年3月
編集・発行

名取市役所 建設部 都市計画課
〒981-1292  宮城県名取市増田字柳田80
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都市基盤の整備や地域特性に応じたまちづくりなど、都市づくりに取り組んでいます。 

 

本マスタープランから５年が経過し、近年、我が国では人口減少・超高齢化社会を迎え、感染

症の世界的な猛威など社会情勢が大きく変化する中、人々の生活様式や働き方までもが変化して

います。 

 

本市におきましても、東日本大震災からの復興完了により沿岸部は観光や産業エリア、住宅地

等として形成され、沿岸部のみならず市内の産業用地も様々な企業が進出していただいたことで

賑わいが戻りつつあります。宮城県では、既に少子高齢化社会を迎えている中にあって、本市で

は現在も、市内の開発需要が高まっており、都市計画をめぐる状況も変化しています。 

 

こうしたことを背景に、このたび、平成30年 12 月に策定した本マスタープランは、おおむね20

年後の令和20年の都市将来像を展望しており、都市の将来像「利便性と可能性を備えたこれからも

成長する都市 名取」は継続し、都市施設の整備、市街地開発事業の整備については令和２年３月に

策定した「名取市第六次長期総合計画」の計画期間を踏まえて、令和12年を目標とします。 

 

今後はこの名取市都市計画マスタープランの方針をもとに、市民の皆様と行政がともに協力し

ながらまちづくりに取り組むことで、名取市の発展を図ってまいりたいと思いますので、より一

層のご理解、ご協力をお願い申し上げます。 

 

 

 

令和６年３月 

名取市長山 田 司 郎 
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